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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】挿入部の内部に格別の部材を設けることなく、
振動を発生させる。
【解決手段】湾曲部を湾曲操作するための操作ワイヤ２
３は軟性部内では密着コイル２３Ｒに挿通されており、
その先端側に連結した先端側スリーブ２４は支持ピンに
対して回転可能に装着されており、密着コイル２３の基
端側は基端側スリーブ２９Ｒに装着されており、この基
端側スリーブ２９Ｒには従動ギア３１が設けられており
、この従動ギア３１は駆動ギア３２と噛合し、駆動ギア
３２はモータ３３の出力軸３３ａに装着されており、モ
ータ３３を作動させると、基端側スリーブ２９Ｒが回転
駆動されて、この基端側スリーブ２９Ｒに連結されてい
る密着コイル２３Ｒが軸回りに回転し、この回転が先端
側スリーブ２４にまで伝達され、支持ピンが装着されて
いる軟性部と湾曲部との連結部を振動させる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体操作部と、この本体操作部に連結され、先端側から先端硬質部、湾曲部及び軟性部を
連結した挿入部とから構成した内視鏡において、
　前記湾曲部を湾曲操作するために、前記本体操作部には押し引き操作手段に連結した操
作ワイヤを設け、この操作ワイヤは前記湾曲部内ではワイヤ挿通部に挿通させることによ
り回転方向に位置決めするようになし、前記湾曲部と前記軟性部との間の位置から基端側
は密着コイル内に挿通させるようになし、
　前記密着コイルの前記本体操作部内に位置する基端部を回転駆動手段に接続して、この
密着コイルを回転駆動することによって、前記湾曲部と前記軟性部との間の連結部に振動
を生じさせる
構成としたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
前記密着コイルの先端はスリーブに連結して設けられ、このスリーブは前記軟性部と前記
湾曲部との間に設けた連結リングに軸線方向には移動不能で、回転可能に保持されており
、前記密着コイルの回転時には、このスリーブも一体回転する構成としたことを特徴とす
る請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】
前記スリーブの外面と前記連結リングの内面との少なくともいずれか一方には突出部を形
成して、前記スリーブの回転するときに、前記突出部により前記連結リング内面または前
記スリーブ外面を叩動させる構成としたことを特徴とする請求項２記載の内視鏡。
【請求項４】
前記回転駆動手段は、前記密着コイルを一方向に回転駆動するものであることを特徴とす
る請求項１乃至請求項３記載の内視鏡。
【請求項５】
前記回転駆動手段は、前記密着コイルを所定角度分往復回転するものであることを特徴と
する請求項１乃至請求項３記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用等として用いられ、挿入部を狭窄な部位を通すようにして挿入した後
に、この挿入部を円滑かつ確実に引き抜くことができるようにした内視鏡に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、術者が手で把持して操作を行う本体操作部に体腔内への挿入部を連結して設
けたものであり、挿入部は、本体操作部への連結部から大半の部位が挿入経路に沿って任
意の方向に曲がる軟性部となっており、この軟性部には湾曲部及び先端硬質部が順次連結
されている。先端硬質部には少なくとも内視鏡観察機構を構成する照明窓及び観察窓が設
けられている。また、必要に応じて、鉗子その他の処置具を挿通させるための処置具挿通
チャンネルが先端硬質部に開口しており、観察窓を洗浄するための噴射ノズルが装着され
ている。湾曲部は、先端硬質部を所望の方向に向けるために、本体操作部からの遠隔操作
で湾曲可能となっている。
【０００３】
　内視鏡は、その挿入部が被検者の体内に挿入されるが、その挿入経路としては、口腔を
介するものが一般的であるが、鼻腔を介して挿入するものも実用化されている。鼻腔内の
挿入経路に内視鏡の挿入部を挿入するように構成すると、舌根を刺激することがなく、食
道入口部に対する刺激も少ないことから、嘔吐感等が著しく緩和され、被検者の苦痛や負
担が軽減される。しかも、被検者は検査中において、術者等と会話をすることができ、口
呼吸も可能となる等の利点がある。
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【０００４】
　鼻腔内の挿入経路としては、鼻道の入口である外鼻孔から中鼻道或いは下鼻道を含む鼻
腔を細い経路を通り、後鼻孔から鼻咽喉部を経て食道に至る経路である。この挿入経路に
おいて、鼻中隔と、中鼻甲介及び下鼻甲介との間に形成される隙間は最も狭窄な部位であ
る。直径が５ｍｍ程度の細径の挿入部を有する内視鏡が開発されており、このような細径
挿入部を有する内視鏡を用いることによって、狭窄部が存在する鼻腔内を挿入経路として
挿入することは可能である。このように、内視鏡の挿入部における細径化の要請は高いも
のであり、特に経鼻内視鏡として構成した場合には、僅かであっても、また部分的であっ
ても細径化すると、挿入操作性や被検者の負担軽減等のために有利である。
【０００５】
　所定の外径寸法を有する湾曲部の先端に連結して設けた先端硬質部を先端に向かうに応
じて細くなるテーパ形状としたものが、例えば特許文献１に開示されている。このような
構成を採用すれば、前述した鼻中隔，中鼻甲介及び下鼻甲介の間に形成される隙間等のよ
うな狭窄個所であっても、挿入部の先端で挿入経路に押し込むように操作することによっ
て、内壁を押し広げるようにして進行させることができる。その結果、被検者にさほどの
苦痛を与えずに、挿入経路の狭窄個所を通過させることができる。
【０００６】
　狭窄個所においては、たとえ挿入経路の内壁を押し広げるにしても、挿入時に通過した
のであるから、本来であれば、挿入部を引き抜く操作も円滑に行えるはずである。しかし
ながら、挿入経路の構造や、挿入部の外面形状等によっては、挿入部の引き抜きが困難に
なる場合がある。特に、湾曲部の最外周部は外皮層となっているが、この外皮層の両端の
固着部は多少盛り上がった形状になっていることがあり、このように外面が不均一になっ
ていると、挿入経路に引っ掛かりが生じる可能性がある。また、外皮層が体腔内壁を円滑
に摺動せず、引き出し時に大きな抵抗が生じることもある。挿入部に振動を与えながら引
き抜くようにすると、前述した引っ掛かりが解消し、摺動性も良好になる等、挿入部の狭
窄個所からの抜け出しを円滑に行うことができる。挿入部の内部に振動発生手段を設ける
構成としたものは、例えば特許文献２にあるように、従来から知られている。
【特許文献１】特開２００７－３０１０８３号公報
【特許文献２】特開２００５－２３７６１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、前述した特許文献２に開示されている振動発生手段は、挿入部の先端部の内
部に設けられ、シリンダ内にコイルスプリングと、このコイルスプリングに連結した錘と
を挿入しておき、シリンダの外周面に電磁コイルを装着して、この電磁コイルによりコイ
ルスプリングを伸縮させるように構成したものである。従って、この特許文献２では、挿
入部の先端近傍において振動を発生することはできるものの、この振動発生手段を設けた
分だけ挿入部が太径化することになり、挿入経路に狭所がある場合には、挿入することが
できない。
【０００８】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、挿入部の
内部に格別の部材を設けることなく、振動を発生させることができるようにした内視鏡を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述した目的を達成するために、本発明は、本体操作部と、この本体操作部に連結され
、先端側から先端硬質部、湾曲部及び軟性部を連結した挿入部とから構成した内視鏡であ
って、前記湾曲部を湾曲操作するために、前記本体操作部には押し引き操作手段に連結し
た操作ワイヤを設け、この操作ワイヤは前記湾曲部内ではワイヤ挿通部に挿通させること
により回転方向に位置決めするようになし、前記湾曲部と前記軟性部との間の位置から基
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端側は密着コイル内に挿通させるようになし、前記密着コイルの前記本体操作部内に位置
する基端部を回転駆動手段に接続して、この密着コイルを回転駆動することによって、前
記湾曲部と前記軟性部との間の連結部に振動を生じさせる構成としたことをその特徴とす
るものである。
【００１０】
　操作ワイヤは本体操作部からの遠隔操作により湾曲部を湾曲させるものであり、この操
作ワイヤは挿入部の軟性部内では密着コイルに挿通されている。密着コイルの基端部は本
体操作部内に固定されており、先端部は軟性部と湾曲部との連結部乃至その近傍位置に固
定され、操作ワイヤは密着コイルの両端から導出されている。このために、密着コイルの
内部に操作ワイヤが挿通されているが、この密着コイルは操作ワイヤの作動に格別影響を
与えることなく軸回りに回転駆動できる。密着コイルは曲げ方向に可撓性があり、軟性部
の内部において、他の挿通部材により周囲からの押圧力により多少の規制はあるにしても
、軸線と直交する方向に動くことができる。そこで、密着コイルの基端側を回転駆動する
ことによって、この回転が先端まで伝達されるまでに曲がりや振れが生じることから、振
動を発生させることができる。特に、密着コイルの先端側に向かうに応じて振動が大きく
なる。
【００１１】
　密着コイルの両端にスリーブを連結し、基端側のスリーブを回転駆動手段により回転駆
動する。密着コイルの先端側に設けたスリーブは支持部材に、軸線方向には移動不能で、
回転自在に連結することによって、密着コイルと共にスリーブも回転駆動される。また、
密着コイルを一方向に回転させ、この密着コイルが巻き締まる方向に回転させる場合には
、この密着コイルを先端側スリーブに螺挿する構成としても良い。この場合、密着コイル
の回転により前進する方向にねじ部を形成し、かつ先端側スリーブには前進方向へのスト
ッパ部を設ける。
【００１２】
　密着コイルはまた所定角度往復回転させるか、１乃至複数回転する毎に回転方向を逆転
させるようにすることもできる。密着コイルの回転駆動はモータにより行うように構成す
る。そして、回転方向が一方向であれば、モータと歯車伝達機構とすることができる。ま
た、往復回転または往復回転させる場合には、ラック‐ピニオン機構を用い、モータによ
りラックを往復移動させるようにするのが望ましい。
【００１３】
　湾曲部と軟性部との間の連結部は、外皮層の固着部が存在する等、外面が不均一になっ
ているので、挿入部を引き出す際に経路に最も引っ掛かり易い部位は、この連結部乃至そ
の近傍部位である。従って、湾曲部と軟性部との連結部に最も大きい振動を与えるのが望
ましい。勿論、振動する部位はこの連結部だけでなく、密着コイルが挿通されている軟性
部全体がある程度振動することになる。湾曲部と軟性部との連結部において、振動を増幅
させるように構成することもできる。例えば、密着コイルの回転時にこの連結部の内面を
叩動させる。密着コイルと共に回転するスリーブと連結部内面、具体的には連結リングの
内面とのいずれか一方、または両方に突起を設け、スリーブの回転時に突起とその相手方
との間の衝突により衝撃を生じさせることにより叩動させることができる。
【００１４】
　ここで、内視鏡としては、鼻腔内を挿入経路とする経鼻内視鏡の場合には、急激に曲が
った狭窄部があることから挿入部を振動させることにより、この狭窄部を通過させるのに
有利になるが、本発明の対象とするのは、この経鼻内視鏡に限らず、口腔を挿入経路とす
るもの、また大腸鏡等のように、下部消化管用の内視鏡にも適用可能である。また、湾曲
操作ワイヤは２本または４本設けられているが、少なくともこれらのうちの１本に設けた
密着コイルを振動させるが、２本または４本の操作ワイヤの全てを振動させるように構成
することもできる。
【発明の効果】
【００１５】
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　密着コイルを振動源とすることによって、挿入部内に格別の部材を設けることなく、軟
性部と湾曲部との連結部に振動を発生させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の全
体構成を示す。同図において、１は本体操作部、２は体腔内への挿入部、３はユニバーサ
ルコードであり、これらによって内視鏡が大略構成される。挿入部２において、本体操作
部１への連結側から大半の長さは軟性部２ａであり、この軟性部２ａには湾曲部２ｂ及び
先端硬質部２ｃが連結されている。湾曲部２ｂは先端硬質部２ｃを所望の方向に向けるた
めに、遠隔操作で湾曲できるようになっている。この湾曲操作は、本体操作部１に設けた
湾曲操作手段４により行われる。なお、図示した内視鏡においては、湾曲部２ｂは上下２
方向に湾曲する構成となっているが、上下及び左右の４方向に湾曲可能にすることもでき
る。
【００１７】
　図２に先端硬質部２ｃの先端から湾曲部２ｂへの連結部の断面を示し、また図３には湾
曲部２ｂから軟性部２ａへの連結部の断面を示す。これらの図から明らかなように、挿入
部２において、先端硬質部２ｃは、先端部本体５ａと連結リング５ｂとから構成されてお
り、この先端硬質部２ｃは湾曲部２ｂとの連結部から先端面に向けて連続的に縮径された
テーパ面形状となっている。また、湾曲部２ｂは湾曲リング１０を枢支ピン１１により順
次相対回動可能に連結した節輪構造部材１２からなり、この節輪構造部材１２には、その
外周に金属線材を編組した網管１３が装着されており、さらにその外周部にはゴム等の弾
性を有する外皮層１４が装着されている。
【００１８】
　そして、軟性部２ａは２重の螺旋管１５を構造体として、その外周部には網管１６が被
装されており、この網管１６には押し出し成形等により形成された外皮層１７が積層され
ている。そして、挿入部２の内部において、軟性部２ａから湾曲部２ｂには各種の部材が
挿通されている。ライトガイド，ケーブル，処置具挿通チャンネル，１または複数の本の
流体供給チューブ等である。これらの挿通部材のうち、図３にはケーブル６と処置具挿通
チャンネル７とが表わされている。
【００１９】
　湾曲部２ｂ側の外皮層１４は、その先端側は先端硬質部２ｃの連結リング５ｂに固着さ
れており、また基端側は軟性部２ａと湾曲部２ｂとの間を連結する連結リング１８に固着
されている。これらの固着は、それぞれ糸巻き及び接着剤の塗布により行われ、それぞれ
固着部１９ａ，１９ｂとなっている。また、軟性部２ａ側の外皮層１７は成形手段により
形成しており、外皮層１７と外皮層１４とは突き合されており、従って固着部１９ｂは多
少盛り上がった状態となる。
【００２０】
　湾曲部２ｂは本体操作部１に設けた湾曲操作手段４を回動させることにより湾曲させる
ことができるが、このために、図４に示したように、湾曲操作手段４の回転軸はプーリ２
０に連結されており、このプーリ２０には一対からなる操作ワイヤ２１，２１が巻回して
設けられている。操作ワイヤ２１は、プーリ２０から導出されて、挿入部２内に延在され
ており、その先端部は、節輪構造部材１２を構成する最先端の湾曲リング、即ち先端リン
グ１０ａ（図２）に止着されている。そして、操作ワイヤ２１は湾曲部２ｂ内では湾曲リ
ング１０に形成した切り絞り部２２内に挿通されており、また軟性部２ａの内部では密着
コイル２３内に挿通されている。
【００２１】
　図５に示したように、密着コイル２３の先端部は先端側スリーブ２４に固着して設けら
れており、この先端側スリーブ２４の先端部は縮径されており、この先端縮径部２４ａは
基端リング１０ｂに取り付けた支持ピン２５に穿設した挿通孔２６内に挿通されている。
そして、先端側スリーブ２４の先端縮径部２４ａを挿通孔２６に挿通させた状態で、その
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端部にストッパリング２７を固定して設けることにより抜け止めを図っている。一方、図
４から明らかなように、本体操作部１の内部に支持ブロック２８が固定して設けられてお
り、この支持ブロック２８には基端側スリーブ２９が装着されている。密着コイル２３の
基端部は基端側スリーブ２９に挿入して固定されており、操作ワイヤ２１は基端側スリー
ブ２９を貫通して、プーリ２０に巻回されている。
【００２２】
　ここで、２本設けた密着コイル２３のうちの一方は軸回りに回転駆動されるように構成
されている。そこで、図６及び図７に密着コイル２３の回転駆動機構について説明する。
これらの図においては、回転駆動される側の各部材には符号の後に「Ｒ」の添え字を付け
、また固定側の各部材には符号の後に「Ｓ」の添え字を付けて、それらを区別するように
している。回転駆動される側の密着コイル２３Ｒが連結されている基端側スリーブ２９Ｒ
は、支持ブロック２８に対して、軸受３０を介して取り付けられている。そして、基端側
スリーブ２９Ｒには従動ギア３１が設けられており、この従動ギア３１は駆動ギア３２と
噛合している。駆動ギア３２はモータ３３の出力軸３３ａに装着されており、モータ３３
を作動させると、基端側スリーブ２９Ｒが回転駆動されて、この基端側スリーブ２９Ｒに
連結されている密着コイル２３Ｒが軸回りに回転することになる。従って、この密着コイ
ル２３の先端部に連結した先端側スリーブ２４は支持ピン２５に対して回転可能なものと
している。
【００２３】
　このように構成することによって、挿入部２を体腔内に挿入したときに、その挿入経路
の途中に狭窄な部位があったとしても、先端硬質部２ｃの最先端部がこの狭窄部に入り込
みさえすれば、この狭窄部を押し広げるようにして容易に通過させることができ、このと
きにおける被検者に与える苦痛が抑制される。しかも、先端硬質部２ｃを細径となし、硬
質部分の長さを短くすることにより、さらに挿入操作性が改善される。この先端硬質部２
ｃの最先端部の直径は小さければ小さいほど狭窄部への挿入性が良好となる。
【００２４】
　経鼻内視鏡として構成した場合には、鼻腔内挿入経路において、挿入部２を外鼻孔から
鼻中隔，中鼻甲介及び下鼻甲介の間に形成されている中鼻道の通路等が狭窄であり、しか
も急激に曲がっている経路である。被検者に個人差があることから、同じ外径の挿入部２
でも、殆ど抵抗なく挿入される場合もあるが、大きな抵抗が作用して、挿入が困難になっ
たり、甚だしい場合には、挿入不能になったりすることがある。挿入部２の先端部分はテ
ーパ形状となっているので、このような狭窄通路にも円滑かつ確実に進入させることがで
きる。つまり、狭窄通路の大きさによっては、挿入部２でこの通路を押し広げるようにし
て進行することになる。
【００２５】
　挿入部２において、湾曲部２ｂは最も太いものであり、この湾曲部２ｂが前述した狭窄
通路を通過する際に、大きく押し広げられる。湾曲部２ｂが狭窄部位を通過すると、軟性
部２ａがこの狭窄部位に至る。この軟性部２ａは湾曲部２ｂより細径化されているので、
押し広げられた狭窄部はほぼ元の状態に、若しくはある程度まで復元する。従って、被検
者に対する圧迫が抑制され、苦痛の軽減が図られることになる。そして、挿入部２は、さ
らに後鼻孔から鼻咽喉部から食道の入口または食道内にまで円滑に導かれる。
【００２６】
　挿入部２を被検者の体内における検査すべき位置にまで導いて、必要な検査が行われ、
また処置具挿通チャンネル７を介して鉗子等の処置具を挿通することにより適宜の処置を
も行うことができる。内視鏡検査が終了した後には、挿入部２を鼻腔内挿入経路から引き
抜くように操作する。
【００２７】
　挿入部２の引き抜き時においても、狭く、しかも急激に曲った部位では抵抗が大きくな
る。特に、軟性部２ａから湾曲部２ｂへの移行部分が狭窄で急激に曲がった部位に到達す
ると、この狭窄部に引っ掛かって引き抜きが困難になることがある。特に、この部位の外
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面には固着部１９ｂが設けられて、多少盛り上がった状態となっている。従って、狭窄部
への引っ掛かりのおそれが高くなる。しかしながら、挿入部２において、この部位を振動
させることによって、引っ掛かりが解消する動きを行わせるようにする。
【００２８】
　即ち、挿入部２の引き抜き開始時から、または引き抜きに対する抵抗が大きくなったと
きには、モータ３３を駆動する。これによって、駆動ギア３２が回転駆動されて、従動ギ
ア３１が追従して回転することになる。従動ギア３１は基端側スリーブ２９Ｒに連結され
ており、この基端側スリーブ２９Ｒは支持ブロック２８に軸受３０を介して支持されてい
るので、基端側スリーブ２９Ｒは円滑かつ効率的に回転するようになる。この基端側スリ
ーブ２９Ｒには密着コイル２３Ｒが固定されており、この密着コイル２３Ｒの先端に連結
した先端側スリーブ２４は支持ピン２５に軸線方向には移動不能で、回転可能に連結され
ている。従って、密着コイル２３Ｒが軸回りに回転することになる。ただし、この密着コ
イル２３Ｒ内に挿通した操作ワイヤ２１は回転することはない。
【００２９】
　ここで、体腔内においては、挿入部２はその挿入経路に沿うように曲がっており、その
内部に挿通されている密着コイル２３Ｒは曲げ方向に可撓性があることから、この密着コ
イル２３Ｒの基端部を回転駆動すると、密着コイル２３Ｒは軸回りに回転するが、この密
着コイル２３Ｒが曲っていると、振動を生じることになる。振動は密着コイル２３Ｒが連
結されている支持ピン２５の位置が最も激しいものとなる。従って、挿入部２の全長のう
ち、挿入経路において、最も引っ掛かり易い軟性部２ａと湾曲部２ｂとの連結部を強力に
振動させて、引っ掛かりを解除しながら、円滑かつ確実に挿入部２の経路からの引き抜き
を行うことができる。
【００３０】
　このように、挿入部２において、経路に最も引っ掛かり易い部位を中心として振動を生
じさせるが、軟性部２ａと湾曲部２ｂとの連結部を含めて、挿入部２の内部には格別の部
材を付加しておらず、従って振動手段を追加しても、挿入部２の直径を増大させることは
ない。この振動手段はモータ３３及び回転力伝達用のギア３１，３２が設けられているが
、これらはいずれも本体操作部１の内部に配置されており、本体操作部１の内部スペース
は比較的広いものであり、これらモータ３３，ギア３１,３２を設けるスペースは容易に
確保することができる。
【００３１】
　密着コイル２３Ｒは先端側スリーブ２４に固着しているが、密着コイル２３Ｒの回転方
向を一方向とする場合には、この密着コイル２３Ｒを先端側スリーブ２４に対して必ずし
も固着しなくても良い。例えば、先端側スリーブ２４の内面に密着コイル２３Ｒの外周面
とピッチ間隔を同じにしたねじ溝を形成しておき、密着コイル２３Ｒを回転させたときに
、この密着コイル２３Ｒが先端側スリーブ２４内に進入する方向とする。これによって、
密着コイル２３Ｒを回転駆動すると、この密着コイル２３Ｒの先端が先端側スリーブ２４
の先端縮径部２４ａへの移行部の段差に当接する位置まで進行すると、密着コイル２３Ｒ
の回転力が先端側スリーブ２４に伝達されて、この先端側スリーブ２４が一体回転するこ
とになる。
【００３２】
　また、モータ３３による密着コイル２３Ｒの回転方向は、この密着コイル２３Ｒを巻き
締める方向とする方が望ましい。ただし、密着コイル２３Ｒが巻き締まるようになると、
軟性部２ａが硬質化する可能性がある。密着コイル２３Ｒを巻き戻す方向に回転させると
、この密着コイル２３Ｒが太径化することになるので、他の挿通部材と干渉するおそれが
ある。このために、密着コイル２３Ｒを一方向に回転させるのではなく、所定角度往復回
転させるように構成することもできる。
【００３３】
　図８に密着コイル２３Ｒを往復回転させる機構を示す。図中において、４０は基端側ス
リーブ２９に設けた従動ギア３１をピニオンギアとして、これと噛合するラックであり、
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１に沿って往復移動するように構成されている。ラック４０の一端には連接部材４２が枢
支されている。連接部材４２の他端はクランク円板４３の中心から離間した位置に設けた
クランク支点４４に連結されており、クランク円板４３はモータ４５により回転駆動され
るようになっている。
【００３４】
　以上のように構成すると、モータ４５によりクランク円板４３を回転駆動すると、連接
部材４２が追従して動作することによって、ラック４０をガイドレール４１に沿って往復
移動することになる。その結果、従動ギア３１が往復回転して、密着コイル２３Ｒが軸回
りに往復回転することになる。従って、密着コイル２３Ｒが一方向に回転している状態か
ら反転する時に衝撃的な振動が発生することになる。しかも、密着コイル２３Ｒが巻き締
まり、や巻き戻しの度合い緩和されることから、密着コイル２３が硬化したり、太径化し
たりするのを防止できる。
【００３５】
　ここで、挿入部２の挿入経路からの引き抜き時において、急激に曲がった狭窄部に引っ
掛かるおそれが高いのは、軟性部２ａと湾曲部２ｂとの連結部であるから、この連結部の
位置において最も大きな振動が作用することが要求される。そこで、この部位、つまり密
着コイル２３Ｒの先端が連結されている先端側スリーブ２４の部位の振動を増幅するよう
に構成するのがのぞましい。このためには、図９に示したように、先端側スリーブ２４に
振動増幅機構を設けるようにすることができる。即ち、先端側スリーブ２４の外周面に１
乃至複数個所の突起部５０を形成し、この突起部５０を枢支ピン１１が取り付けられてい
る基端リング１０ｂの内面と間欠的に衝突させるように構成する。これによって、密着コ
イル２３Ｒの回転と共に先端側スリーブ２４が回転する際に、軟性部２ａと湾曲部２ｂと
の間に設けた移行部２ｄにより大きな振動を生じさせることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施の一形態を示す内視鏡の全体構成図である。
【図２】図１の内視鏡の挿入部における先端部分の断面図である。
【図３】湾曲部と軟性部との連結部分の断面図である。
【図４】湾曲部の操作手段の構成説明図である。
【図５】密着コイルの先端部の先端側スリーブへの固定機構を示す断面図である。
【図６】密着コイルの回転駆動機構を示す平面図である。
【図７】密着コイルの回転駆動機構の外観斜視図である。
【図８】密着コイルの回転駆動機構の第２の実施形態を示す外観斜視図である。
【図９】本発明の他の実施形態を示す先端側スリーブの横断面図である。
【符号の説明】
【００３７】
１　本体操作部　　　　　　　　　　２　挿入部
２ａ　軟性部　　　　　　　　　　　２ｂ　湾曲部
２ｃ　先端硬質部　　　　　　　　　１０　湾曲リング
１５　螺旋管　　　　　　　　　　　２１　操作ワイヤ
２２　切り絞り部　　　　　　　　　２３　密着コイル
２４　先端側スリーブ　　　　　　　２５　支持ピン
２７　ストッパリング　　　　　　　２８　支持ブロック
２９　基端側スリーブ　　　　　　　３０　軸受
３１　従動ギア　　　　　　　　　　３２　駆動ギア
３３　モータ　　　　　　　　　　　４０　ラック
４３　クランク円板　　　　　　　　４５　モータ
５０　突起部
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